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アノレフアルファの生理的特性に関する研究

第 8報 アルフアルファにおける葉の規則性と地上部各器宮の

{申長経過について

:雪 ) 1¥ 玖

Studies on the Physiological Nature of A1falfa Plants 

8. On the regular growth of leaves and elongation process 

of various organs of alfalfa. 

Kin-ichi N諮問KAWA

緒 百

先にアルファノレファ各器官の一般生育経過を調査して，

その生育相と生育に伴う器官別体内成分の消長を明らか

にしたが3，43，本報では更に出葉の規員IJ性と各器官む量的

変北を解析することによって，アノレフアルファむ生青特

性をより詳細に把握すると共i乙アルフアルファの裁培

管理に関する基語的室料を得んとするものである.

アルフアルファむ出葉が一定の規員IJ性をもつであろう

ことほ，片山の積・麦類に関する明究2)かるも類推され

るところである.マメ科作物についても出葉調査を行っ

たものに括半ら 1)のラジノクローパーや大京5)の夕、、イズ

に関する報告がある. しかしアルフアルファについての

かかる研究は著者の知る範囲では全く認められない.

なお，京都大学教授長谷川法博士の御指導，並びに当

作物学研究宗専攻生，田中立根:rnまじめ研究宅各泣の実
験羽査に際しての援劫を!五議する.

材料および方法

洪試品需として Atlantic を吊い 1966年 4}j30日に

1/2，000アー/レポットに播詰(直前に根癌南接持[)して，

発芽在後から毎日，主茎および分伎におけるHi葉淫過を

認査した. 11¥葉謁査は小葉の大きさが約 2mm出現した

日を!日葉日とし，播碓後日数でもってあらわした.葉位

は片山2)の稲麦に関する分けつ記号に準じ，主主につい

てては初生葉(単葉〉を1/0，本葉 (3ノト葉)を2/0とし

限次 3/0，4/0， "…一..n/Oとした.主茎各部の葉日夜か

ら出現する分技について，その葉f立はたとえば 1/0の葉

駄古玉らIU現した分技のi易合Jこ辻，最初の葉から上註へ)l1f1

次1/1，2/1， 3/1……… n/lとした.詑って4/5tま主茎第

5葉の葉較からH¥現した分校における第4枚目の葉をあ
らわす.調査個体数は40株であった.

小葉，葉柄，節自の{中長経過;ま，播珪後20日目(5月
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19日〉より 5日毎iこ主茎について調査した.小葉につい

ては 3小葉の中央/ト葉の長さと幅を測定し小葉長，小葉

招とした.第n節開は第n葉から第n+1葉までとした.

層別生産構造は幼甫期，伸長期，者苦鶏および開花拐

の41自に地上部，地下部を夫々 5cm毎の層別{こ器汗Jjlj生

体重ならび、;こ乾物重を測定した.

なお，試験揺問中の半句開平均，最高，最低温度の推

移は第 1国の如くであった.

結果および考察

(1)出葉速度

アルフアルファの葉は不定庄のように散発的に弘るの

でなく，第 2留に示すどとしほぼ一定のrID関をもって

規期正しく出現することが認めるれた.先ず主主各葉の

Il¥葉は全期をiDiじてみれば，葉位が 1位上#するにつれ

て約 3日弱のJ;¥1J詰でi'f¥葉した. 従ってある葉の nll~ Jtn

(y) li葉生〈エ〉の 1次語数として白線式 y二 a十bxでも
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Fig. 1. Temperature during period from 
May to August in 1966. 
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なお，大泉はダイズで主茎の出葉が稲麦の場合のよう

に出葉転換点をもっ2直線で示されたと報告しているが，

本実験においても第5葉までと第6葉以持とにやや出葉

速度に差異が認められたが，単なる一事訴にすぎず，外

囲条件，特iこ水分や握度の影響も考えられるので，本報

で;ま-]1，¥1つの車線式で表わすことにとどめた.

次ぎに分技の出葉速度をみると，子葉節かちの分技の

発生は認めちれなかったが，初生葉以上む各節からは殆

んど分技は発生伸長した.各分校の出葉経過辻第2図iこ

示す通りでe5る.分校の中で比較的葉数が多く主茎に準

ずる1/0，2/00)葉厳から出現した1号分技 2号分校で

は，そむ出葉周期は主茎の場合とよく類訟し，分技発生

後 1号分技では6/1. 2号分技では4/2までが法ぼ4"'"'"'5

日語隔で出葉し，それ以降は出葉速度がやや速くなって

約 2.7日で出葉した. 3号分枝以上は着生葉数を膜次減

少するが，各分技の出葉もやはち一定の詰隔で規尉的に

出現した.出葉期(y)む実験式(播産後司数〉で示すと

夫々下記の如くであった.

2.0 出葉期{γ)の実
験式

出葉嘉(y)の実
験式
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(2) 主蔓の出葉と分接の出葉とお相互関奇襲

主茎葉位と各分技のそれとの龍iこは，ほ詔一定の桔互

関孫の存在することが認められた.第1表iま主茎の出葉

と各分校かちむ出葉との関係を示したものである.議軸

に各分技の節f立(葉位記号の分母)をとり，縦軸に各分

技の葉位〈葉位記号の分子〉をとった場合，表中の 5""'

19の数字は夫々主茎の葉位5/0""'19/0を分子の数字のみ

で示した.本表から明与かなように揺，麦の場合とほぼ

同様な両神葉性が認められた.すなわち 1号分設におけ

る出葉に到をとれば，主茎で5/0の出葉期に1/1が， 6/0 

の出葉認に 2/1が出現し，以下同様で 19/0の出葉期に

15/1が出葉した.このようにアルフアルファにおいても

主茎の出葉と分校の出葉との拐に法一定の秩序、同伴葉ク

!分技位

y=22.1+2.98x I 

y=31.6+2.73x 



第 1号第 8巻1967 

Table 1. Relation of synchronous development of leaflet 

on main stem and primary branch. 

Order of primary branch 
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の理論が存在する.ただ本実験の範囲内でほ主茎に比べ

各分技の出葉が中後期に発生する葉位において，多少出

葉が遅れる領向を示したが，アルフアルファについても

主茎の出葉と分校の出葉との開:こ詰伸葉の規則が成立す

ることが確認できた.

(3) 小葉の{事長経過

各葉中央IJ¥葉のIJ¥葉長および小葉幅の坤長経過iま第 3

醤に示すとおりであり，葉位>3IJ各葉の伸長完了時の長さ

を示したのが第4菌である.すなわち小葉長は1/0"-'8;0

の間でほ上位葉ほど大で， 10;0以議辻逆に減じ，結局

8;0， 9/0が最高であった.

/J\葉~副主小葉長と法{ま類訟の傾向を示したが，変異り

!院は小葉長の話会よりも小さい.また 1;0 (単葉)は他

の葉によ七'1'三して葉幅が広い.そして2/0から上位になる

に従い葉Ij!日をを増し， 5/0， 7/0が最高で.5;0----9/00)各

棄はほぼ司程度であるが， 10/0以技法逆にその幅を減じ

た.従って小葉む%は下位ほどやや丸味を帯び，上位に

なるに託勺て組長くなる傾舟を示した.また葉位>31Jでは

ほぼ中央主f立のものが長さ.rt，J(;i共:こ大で葉面積が大きか
Fig. 4. Length of leaflet， petiole and 

internode. 

第 4図[こ示した通りである.すなわち葉柄長辻 1;0を除

けば下位葉ほど長く ，2/0の葉柄長の 5.3cmに対して17

10それは窪か;こ1.0cmであった.

次に各葉f立における，葉柄の出葉からf市長完了までむ

日数は第5図lこ示すごとくで， 13"-'19 B心開であったが，

23 

った.

葉位如実長今葉幅のj!;葉から最大長となるまでの悼長

完了迄日泣 5fヨのごとくで一定む日隔で出葉した葉

はほぼ15i~ì 出没で伸長を完了した.葉f立>3 ljでは13/0以設

の葉はそれ以下の葉よりも若干多くの日数を要した.

(4) 葉柄の神長経過

各葉菜のit~長経過は~} 6 121に，i市長完了時の長さは
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80 

嘉男IJ生産構造

アルフアルファの生育初患，蔀毘伸長翠，者膏鶏およ

び開花期における 5cm間隔の層民重量を示したのが第

7図である.毘霞上部左鎚は同北器官であり，旦つ館料

として最も栄養倍の高い葉部と，開花期には僅かである

が花部を加え，左{聞に茎部をそして下側に援部を示した.

外枠が生体重，内枠が乾物重で両者は詞ー傾向であった.

Fig. 7. Productive structure of alfalfa at di証erent

growth stages. 

L : Leaf ; S : Stem ; R : Root ; F : Flower 
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その多くのものほお.........17Bで伸長完了した.

(5) 節慢の伸長経過

節間む伸長経過と伸長完了時の最大節関長は第4図と

第 6図に示すとおりである.萄間は1/0.........2/0までの第 1

節聞が最も短く，最長辻第4萄笥で4>5>3>2>6の関

係であったが，第6節語以上誌上位ほど節目は短くなっ

て，第6節間以上で;ま葉栴長の場合と類{院の傾向を示し

た.このことかち各泣別節間長と葉柄長との相関係数を

求めたところ，r=O.68と両者にかなち高い正む担関が

認められた.

節関の伸び始めから伸長完了まで日数は第5図の如く

そむ多くcもむ辻18.........208の聞に伸長完了した.
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葉部主はとL:.育初期には比較的上語で大きいが，若宮弱に

{まほほ中央の!昌が大きし開花期;こ;まこの額向が更に顕

著となって，中央層約 20cmにわたる層で集中的に大き

くなり，中央層より上富および下層へと顕次重量を減少

した.主部{ま常lこ最下層で最大で上層にいくにつれて漸

はした.根は地表に近いr害すなわち根む某部を含む居で

最大で品うった.

揖 要

アルフアルファの出葉経過を追跡して，日i葉{乙一定の

規員IJ性が存在するととを明らかにすると共に， tn葉後に

おける主芸各葉および節拐の{中長経過と層別生産構造等

の量的変化を合わせ究明した.主な結果は次のおし.

1) 主茎および各分技のll¥葉はすべて一定の間隔をも

って競知的に行われることが穣認された.そしてある葉

の11¥葉怒ら1)辻葉泣い〉の 1次語数として直線式 y=a十

bxでもって表わすことができた.

2) 主芸のIl¥葉と各分技のm葉との誌にほ一定の秩序，
すなわち同伸葉性の存在することが認められた.

3) 小葉長と小葉幅は第1葉から上泣へ順次大きくな

り迂迂中泣葉で最大を示し，それ以上の上位の葉では送

足率町議した.

4) 葉柄長lま拐生葉の単葉を玲き，下泣ほど長く，上

泣;こ行く;こ従ってその長さを減じた.節関長は第4節間

まで:ま濡増したが，それ以上の節目では送;こ務減した.

第8を第 1号

5) il¥現から伸長完了までヨ款は，小葉で約15rl，葉

栴で約16日，臨時で約四日前後であった.

6) 露関生産構造は，菜室は;まほ中央ぉ層が大きし

中央層より上層および下居へ)1時欠主量を減少した主主

;ま常;こ最下援で最大で，上麗;こいく;こ従って稿減した.

担主は地表に近い層すなわち根の基部を合む居で最大で

品った.

〈作物学講窪，昭和42. 8. 31~理〉
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Summary 

1) For the purpose of systematizing the emergence of leaves and branches， the leaf emergence from each 

node was observed. The process of the leaf emergence from each node of main stem and the branches 

could be expressed as a straight line. 

2) There was a definite interrelationship.... .."'Co・growingleaves"..... .between the leaf emergence on the 

main stem and the branches. 

3) The width and length of leaflet increased gradually as the position rose， and it reached maximum at 

the middle position， decreasing again at the higher position. 

4) The length of petiole decreased as the position rose， while the length of internode increased gradually 

as the p8sition rose up to the 4th internode， and decreasing at the higher position. 

5) The productive structure of alfalfa at different growth stages are shown in Fig. 7. 

(Laboratory of Crop Science， Received Aug. 31， 1967) 
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